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附属資料１ 　 史跡・ 名勝指定概要

１ ． 史跡「 玉川上水」

玉川上水は、平成1 5（ 2 0 0 3 ）年、「 文化財保護法」（ 昭和2 5 年法律第2 1 4 号）第6 9 条第１ 項（ 現

第1 0 9 条第1 項） の規定によ り 国の史跡に指定さ れた。 平成1 5 （ 2 0 0 3 ） 年8 月2 7 日付け指

定書(都知事あて文部科学大臣文書1 5 庁財第2 1 1 号)等によ ればその概要は次のと おり である。

（ １ ） 指定年月日（ 官報告示）

平成1 5 （ 2 0 0 3 ） 年8 月2 7 日付け　 文部科学省告示第1 3 7 号

（ ２ ） 所在地及び地域

ア　 所在地　 東京都羽村市、 福生市、 昭島市、 立川市、 小平市、 小金井市、 西東京市、

　 　 　 　 　 　 武蔵野市、 三鷹市、 杉並区、 世田谷区、 渋谷区

イ 　 地域　 　 4 7 ページに掲載の史跡及び名勝指定区間図、 史跡及び名勝指定範囲図

　 　 　 　 　 ………（ 断面） 参照

（ ３ ） 指定理由

ア　 基準　 特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準（ 昭和2 6 年文化

財保護委員会告示第2 号） 史跡の部六（ 注） によ る

（ 注） 交通・ 通信施設、 治山・ 治水施設、 生産施設その他経済・ 生産活動に

関する遺跡

イ 　 説明　 江戸時代の承応3 年（ 1 6 5 4 ）、 江戸市中への給水を 目的と し て、 幕府が玉川

庄右衛門・ 清右衛門兄弟に請け負わせて作ら せた上水。 多摩川中流の羽村取

水口から 江戸ま で約4 3 ㎞は素掘り の開渠、 江戸市中は暗渠であっ た。 近世

の水利技術を 知る 上で重要であり 、 大都市江戸の用水供給施設と し て貴重な

土木遺産。 羽村から 渋谷区に至る 水路敷のう ち開渠部分約3 0 ㎞を 指定する 。

２ ． 名勝「 小金井（ サク ラ ）」

小金井サク ラ のヤマザク ラ 並木は、大正1 3 （ 1 9 2 4 ） 年、「 史蹟名勝天然紀念物保存法」（ 大

正8 年法律第4 4 号） 第1 条の規定に基づき 名勝に指定さ れた。 大正1 3 （ 1 9 2 4 ） 年1 1 月1 0 日

付第2 0 1 号内務省官房地理課長から 東京府知事あて通知文書によ り ま と めら れた内務省引継

文書等によれば、 その概要は次のと おり である。

（ １ ） 指定年月日（ 官報告示）

大正1 3 （ 1 9 2 4 ） 年1 2 月9 日付け　 内務省告示第7 7 7 号
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（ ２ ） 指定内容

ア　 指定地域 東京市水道用地ノ 中右岸北多摩郡小平村大字鈴木新田字上1 5 8 0 番地

先（ 小川水衛所傍側） ヨ リ 同郡武蔵野村大字境字上水南1 1 0 7 番地先

（ 境橋南詰） ニ至ル間、 左岸同郡小平村大字小川新田字上水内1 1 7 5

番地先（ 小川水衛所対岸） ヨ リ 同郡武蔵野村大字関前字樋1 2 8 0 番地

先（ 境橋北詰） ニ至ル間（ 水路ノ 部分ハ之ヲ 除ク ）

イ 　 指定説明 本邦屈指ノ 櫻花ノ 勝地ナリ 　 櫻樹ハ元文年間幕府ノ 命ニ依リ 武蔵野新

田世話役川崎平右衛門ノ 種植ニ係リ 　 現ニ玉川上水ノ 両岸ニ竝木ト シ

テ約一里半ニ亙リ テ好ク 成長繁茂シ　 其ノ 数千餘株アリ テ大木ト ナレ

ルモノ 尠ナカ ラ ス　 モト 吉野及櫻川ノ 白山櫻ヲ 移植シタ ルモノ ナルモ 　

多数ノ 天然變種アリ テ若葉ノ 色、 花ノ 色、 形、 大サ花期ノ 早晩等區々

ニシテ殆ト 各樹ニ異ナルカ 如キ觀アリ 　 實ニ白山櫻ト シテ品種ノ 多キ

コ ト 變化ノ 多キコ ト 及大木ノ 多キコ ト ハ小金井ノ 櫻ノ 特徴ト スル所ナ

リ

ウ　 指定ノ 事由 保存要目　 名勝ノ 部第三（ 著名ナル花樹） ニ依ル

エ　 保存ノ 要件 公益上必要止ムヲ 得ザル場合ノ 外　 風致ヲ 損傷スヘキ現状變更ヲ 許可

セザルコ ト ヲ 要ス　 濫ニ櫻樹ヲ 損傷スヘキ行為ハ之ヲ 禁ス
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区間 範囲 

上流部 羽村取水口～小平監視所 

中流部 小平監視所～浅間橋 

 名勝指定区間 小川水衛所跡～境橋 

下流部 浅間橋～四谷大木戸（ただし、開渠区間のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜史跡及び名勝指定区間図＞ 

＜史跡及び名勝指定範囲図（断面）＞ 

史跡・名勝指定に係る範囲 史跡指定に係る範囲 

区　 間 範　 囲

上流部 羽村取水口～小平監視所

中流部 小平監視所～浅間橋

名勝指定区間 小川水衛所跡～境橋

下流部 浅間橋～四谷大木戸（ ただし 、 開渠区間のみ）

＜史跡及び名勝指定区間図＞

史跡指定に係る 範囲 史跡・ 名勝指定に係る範囲

＜史跡及び名勝指定範囲図（ 断面） ＞
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附属資料２ 　 史跡玉川上水整備活用計画検討委員会設置要綱

（ 目　 的）

第１ 条　 史跡玉川上水整備活用計画について検討するため、 玉川上水中流部の具体的な整備

活用等に関し て、 学識経験者等の識見と 経験から 意見・ 助言を 得る こ と を 目的に、「 史跡

玉川上水整備活用計画検討委員会」（ 以下「 検討委員会」 と いう 。） を 設置する 。

（ 所掌事項）

第２ 条　 検討委員会は、 次に掲げる事項について意見を 述べる と と も に、 助言を 行う 。

（ １ ）　 史跡玉川上水の保存管理に関する こ と 。

（ ２ ）　 史跡玉川上水の整備活用に関する こ と 。

（ ３ ）　 その他必要と 認める事項に関する こ と 。

（ 構　 成）

第３ 条　 検討委員会は、 ６ 名以内の委員で構成し 、 委員は、 水道局長が委嘱する 。

（ 任　 期）

第４ 条　 委員の任期は、 ２ 年以内と する 。 ただし 、 再任を 妨げない。

２ 　 委員の欠員により 補充する 委員の任期は、 前任者の残任期間と する 。

（ 座　 長）

第５ 条　 検討委員会に、 委員の互選によ る 委員長を 置く 。

２ 　 委員長は、 検討委員会を 招集し 、 会議を 主宰する 。

３ 　 委員長に事故があると き 又は委員長が欠けたと き は、 委員長があら かじ め指名する委員

がその職務を 代理する。

（ 関係者の出席）

第６ 条　 委員長は必要がある と 認めると き は、 検討委員会に委員以外の者を 出席さ せ、 又は

他の方法によ り 意見を 聞く こ と ができ る 。
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（ 会議等の公開）

第７ 条　 会議並びに会議録及び会議に係る 資料（ 以下「 会議等」 と いう 。） は、 原則と し て公

開と する。 ただし 、 委員長は公開する こ と によ り 、 公平かつ中立な審議に著し い支障を 及

ぼすおそれがある と 認める と き、 その他正当な理由がある と 認める と き は、 会議等の全部

又は一部を 非公開と するこ と ができ る 。

（ 検討委員会の庶務）

第８ 条　 検討委員会の庶務は、 東京都水道局経理部管理課において処理する 。

（ 補　 則）

第９ 条　 こ の要綱に定める も ののほか、 検討委員会の運営に必要な事項は、 委員長が別に定

める 。

附　 則

こ の要綱は、 令和５ 年５ 月８ 日から 施行する

【 委員名簿】

◎委員長　 ○委員長代理　（ 五十音順、 敬称略）

委 員 氏 名 所 属 等※

石飛　 博之 公益財団法人給水工事技術振興財団　 専務理事

◎…亀山　 章 東京農工大学名誉教授

○…篠原　 修 東京大学名誉教授

知花　 武佳 政策研究大学院大学教授

鶴田　 由美子 公益財団法人日本自然保護協会　 参事

吉田　 ゆり 子 東京外国語大学名誉教授

（ ※令和６ 年１ ２ 月末現在）
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附属資料３ 　 史跡玉川上水整備活用計画改定の検討経緯

開催日 名　 称 内容（ 議事等）

令和５ （ 2 0 2 3 ） 年

５ 月2 3 日

第１ 回史跡玉川上水整

備活用計画検討委員会

・「 史跡玉川上水整備活用計画」 概要

・ 施策の取組状況と 現状

・ 計画改定の方向性

令和５ （ 2 0 2 3 ） 年

９ 月４日

第２ 回史跡玉川上水整

備活用計画検討委員会

・ 計画改定検討の前提条件

・ 保存整備の進め方

令和５ （ 2 0 2 3 ） 年

1 1 月７日

史跡玉川上水整備活用

計画の改定に係る 住民

説明会

・ 計画の改定に係る 検討状況について

・ 意見交換

令和５ （ 2 0 2 3 ） 年

1 2 月2 5 日

第３ 回史跡玉川上水整

備活用計画検討委員会

・ 植生管理の進め方

・ 保存整備の進め方・ 施策案

・ 活用整備の進め方

令和６ （ 2 0 2 4 ） 年

２ 月９日

史跡玉川上水整備活用

計画の改定に係る 住民

説明会（ 第２ 回）

・ 計画の改定に係る 検討状況について

・ 意見交換

令和６ （ 2 0 2 4 ） 年

３ 月2 8 日

第４ 回史跡玉川上水整

備活用計画検討委員会

・ 植生管理の進め方・ 管理案

・ 活用整備の進め方・ 施策案

・ 改定計画について

令和６ （ 2 0 2 4 ） 年

1 2 月2 5 日

第５ 回史跡玉川上水整

備活用計画検討委員会

・ パブリ ッ ク コ メ ン ト の実施結果

・「 史跡玉川上水整備活用計画（ 改定版）

　 ～江戸の史跡を 守り 　 未来へつな ぐ ～」

（ 案） について
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附属資料４ 　 意見募集（ パブリ ッ ク コ メ ント ）

意見募集期間： 令和６ 年９ 月１ ２ 日から 同年１ ０ 月１ １ 日まで

意見総数： 延べ４ ８ 名（ 郵送延べ２ 名、 電子申請延べ４ ６ 名）、 意見総数１ ４ ７ 件

主な御意見の要旨

〇史跡を守っ て将来の世代に受け継ぐ と いう 考え方が明確に示さ れていて、

と ても 良いと 思う 。

〇玉川上水は生物多様性の豊かさ を持つ場所と なっ ているこ と から 、史跡・

名勝と し てだけでなく 、緑地と し ての価値を考慮に入れ、記載さ れるべき 。

〇史跡に指定さ れている法面を保全するのは当然。 基準に基づいて、 速や

かに伐採を進めるべき 。

〇樹木の根がローム層の法面の乾燥を防止し ている以上、 基本、 伐採する

べき ではない。

〇名勝小金井サク ラ 並木の保存をし っ かり と 進めてほし い。 そのためには、

名勝の区域においては、 桜以外の樹木は伐採し なければなら ない。 こ の

区域が、 昔の姿を取り 戻すこ と を期待し ている。

〇名勝区間であっ ても 、 サク ラ 以外の樹木も 配置し 、 文化財と し ての価値

と 生物多様性の価値を共存さ せて欲し い。

〇鬱蒼と し ている場所があり 、 景観と し ても 良く ないし 、 歩いていて不安

を感じ る。 そう いう 場所では木を積極的に伐採し て欲し い。

〇鬱蒼と し て、 日陰があるほう が地球温暖化の時代に喜ばれると 思う 。

※いただいた御意見及び当局の考え方の全文は、 当局ホームページに掲載し ています。

　【 リ ン ク 先】（ h ttp s ://w w w .w a te rw ork s .me tro .to k y o .lg .jp /k ouhou/p r/ta ma g a w a /2 0 2 5 se ib ik a ite i/）
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附属資料５ 　 中流部の水路・ 法面の現況

ゾーン
ゾーン①

（ 小平監視所～いこ い橋）

ゾーン②

（ いこ い橋～小川水衛所跡）

水路の主な特徴 直壁状、 オーバーハン グ状の法面が連続する 、

水路の

断面形状

（ 注１ 及び注２ ）

水路深の目安

（ 注３ ）
７ ～８ メ ート ル ４ ～８ メ ート ル

水路・ 法面の現況

（ 注４ 、 注５ 及び

注６ ）

【 参考】

大正期から

昭和4 0 年頃の

玉川上水の様子

47 

附属資料５ 中流部の水路・法面の現況 

ゾーン 
ゾーン① 

（小平監視所～いこい橋） 

ゾーン② 

（いこい橋～小川水衛所跡） 
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右岸 右岸⇔左岸 右岸⇔左岸

右岸⇔左岸右岸⇔左岸右岸⇔左岸 右岸

右岸⇔左岸

小平監視所～西中島橋

＜擬木柵、 連続繊維補強土工＞

小平監視所～西中島橋

＜擬木柵、 連続繊維補強土工＞

西中島橋～小川橋

＜コ ン ク リ ート 擁壁、 擬木柵＞
いこ い橋～新小川橋

＜コンクリート 擁壁、 擬木柵（ 右岸）＞

新小川橋～鷹の橋

百石橋～寺橋

＜練石積＞
新小川橋～鷹の橋

＜擬木柵（ 右岸） ＞

久右衛門橋～鎌倉橋

＜コンクリ ート 擁壁、 擬木柵＞

百石橋～寺橋
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ゾーン③

（ 小川水衛所跡～小金井橋）

ゾーン④

（ 小金井橋～境橋）

深い素掘り 開渠 傾斜状の水路

５ ～６ メ ート ル ３ ～５ メ ート ル

跡） 

ゾーン③ 

（小川水衛所跡～小金井橋） 

ゾーン④ 

（小金井橋～境橋） 

直壁状、オーバーハング状の法面が連続する、深い素掘り開渠 傾斜状の水路 

【いこい橋～新小川橋】 

 

【貫井橋～小金井橋】 

 

【新小金井橋～関野橋】 

 

５～６メートル ３～５メートル 

   

  

付近） （③：昭和 32 年頃 喜平橋付近） （④：昭和 29 年 梶野橋上流） 

） 
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（小川水衛所跡～小金井橋） 

ゾーン④ 

（小金井橋～境橋） 

直壁状、オーバーハング状の法面が連続する、深い素掘り開渠 傾斜状の水路 

 

【貫井橋～小金井橋】 

 

【新小金井橋～関野橋】 

 

５～６メートル ３～５メートル 

   

  

付近） （③：昭和 32 年頃 喜平橋付近） （④：昭和 29 年 梶野橋上流） 

 

所跡） 

ゾーン③ 

（小川水衛所跡～小金井橋） 

ゾーン④ 

（小金井橋～境橋） 

直壁状、オーバーハング状の法面が連続する、深い素掘り開渠 傾斜状の水路 

【いこい橋～新小川橋】 

 

【貫井橋～小金井橋】 

 

【新小金井橋～関野橋】 

 

５～６メートル ３～５メートル 
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５～６メートル ３～５メートル 

   

  

付近） （③：昭和 32 年頃 喜平橋付近） （④：昭和 29 年 梶野橋上流） 
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） 
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付近） （③：昭和 32 年頃 喜平橋付近） （④：昭和 29 年 梶野橋上流） （ ③： 昭和3 2 年頃　 喜平橋付近） （ ④： 昭和2 9 年　 梶野橋上流）

【 貫井橋～小金井橋】 【 新小金井橋～関野橋】

右岸⇔左岸 右岸⇔左岸

右岸⇔左岸 右岸⇔左岸

右岸

右岸 右岸

右岸

一位橋～桜橋 桜橋～八左衛門橋 小金井橋～陣屋橋 小金井橋～陣屋橋

＜空石積＞

小桜橋～茜屋橋

＜コンクリ ート 擁壁、 練石積＞

貫井橋～小金井橋

＜空石積＞

新小金井橋～関野橋

＜コンクリ ート 擁壁＞

曙橋～く ぬぎ橋
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附属資料５ 　 中流部の水路・ 法面の現況

ゾーン
ゾーン⑤

（ 境橋～萬助橋）

ゾーン⑥

（ 萬助橋～東橋）

水路の主な特徴 傾斜状の水路 急傾斜の法面と 多数の護岸

水路の

断面形状

（ 注１ 及び注２ ）

水路深の目安

（ 注３ ）
４ メ ート ル ４ ～６ メ ート ル

水路・ 法面の現況

（ 注４ 、 注５ 及び

注６ ）

【 参考】

大正期から

昭和4 0 年頃の

玉川上水の様子

48 
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【桜橋～松美橋（注７）】 

 

【宮下橋～東橋】 

 

水路深の目安 

（注３） 
４メートル ４～６メートル 

水路・法面の現況 

（注４、注５及び注６） 

  

 

【参考】 

大正期から昭和40年頃

の玉川上水の様子 

  

（⑤：昭和８年頃 境浄水場付近） （⑥：大正～昭和前期 牟礼分水口付近）
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（注３） 
４メートル ４～６メートル 

水路・法面の現況 

（注４、注５及び注６） 

  

 

【参考】 

大正期から昭和40年頃

の玉川上水の様子 

  

（⑤：昭和８年頃 境浄水場付近） （⑥：大正～昭和前期 牟礼分水口付近） 
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ゾーン 
ゾーン⑤ 

（境橋～萬助橋） 

ゾーン⑥ 

（萬助橋～東橋） 

水路の主な特徴 傾斜状の水路 急傾斜の法面と多数の護岸 

水路の 

断面形状 

（注１及び注２） 

【桜橋～松美橋（注７）】 

 

【宮下橋～東橋】 

 

水路深の目安 

（注３） 
４メートル ４～６メートル 

水路・法面の現況 

（注４、注５及び注６） 

  

 

【参考】 

大正期から昭和40年頃

の玉川上水の様子 

  

（⑤：昭和８年頃 境浄水場付近） （⑥：大正～昭和前期 牟礼分水口付近） 

【 桜橋～松美橋（ 注７ ）】 【 宮下橋～東橋】

（ ⑤： 昭和８ 年頃 境浄水場付近） （ ⑥： 大正～昭和前期 牟礼分水口付近）

左岸

左岸 右岸右岸

右岸⇔左岸 右岸⇔左岸

右岸⇔左岸

右岸⇔左岸

ぎんなん橋～けやき 橋

＜ふと ん籠工＞

独歩橋～桜橋

三鷹橋～むら さ き 橋

＜コンクリ ート 擁壁（ 左岸）＞

松美橋～大橋

＜コンクリ ート 擁壁＞
井の頭橋～若草橋

＜水生生物用ブロック 、緑化ブロック＞

若草橋～宮下橋

＜コンクリ ート 擁壁、 擬木柵＞

宮下橋～東橋

＜大型ブロック積工＞

宮下橋～東橋

＜練石積＞

＜連続繊維補強土工、植生土のう＞
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ゾーン⑦

（ 東橋～浅間橋）

傾斜状で比較的深い素掘り 開渠

５ ～６ メ ート ル

（ 出典）

【 写真①、 ④、 ⑥及び⑦】

東京都水道歴史館所蔵

【 写真②及び③】 小平市立図書館所蔵

【 写真⑤】「 境浄水場拡築工事概要」

東京都水道局、 昭和８ 年３ 月

ゾーン⑦ 

（東橋～浅間橋） 

 傾斜状で比較的深い素掘り開渠 

 

【岩崎橋～浅間橋】 

 

５～６メートル 

  

  

（脚注） 

注１：赤線は令和４年度横断測量調査結果

を、黒線は平成 19 年度横断測量調査

結果を示している。ただし、測量方

法の差異により、中心位置が一致し

ていない可能性がある。 

注２：断面図左側が左岸を、右側が右岸を

示している。 

注３：これまで実施した現地調査結果等を

参考に、各ゾーンの目安を示してい

る。 

注４：写真は令和２年１月から２月にかけ

て撮影したものである。 

注５：写真の左側が右岸を、右側が左岸を

示している。 

注６：   は平成 21 年に策定した整備活

用計画により施工した箇所を、   

は計画策定より前から存在する護岸

を指している。 

注７：平成 19 年度の横断測量調査結果が無

いため、令和４年度の横断測量調査

結果のみ掲載している。 

付近） （⑦：大正～昭和前期 烏山分水口付近） 

（出典） 

【写真①、④、⑥及び⑦】 

東京都水道歴史館所蔵 

【写真②及び③】小平市立図書館所蔵 

【写真⑤】「境浄水場拡築工事概要」 

東京都水道局、昭和８年３月 

ゾーン⑦ 

（東橋～浅間橋） 

 傾斜状で比較的深い素掘り開渠 

 

【岩崎橋～浅間橋】 

 

５～６メートル 

  

  

（脚注） 

注１：赤線は令和４年度横断測量調査結果

を、黒線は平成 19年度横断測量調査

結果を示している。ただし、測量方

法の差異により、中心位置が一致し

ていない可能性がある。 

注２：断面図左側が左岸を、右側が右岸を

示している。 

注３：これまで実施した現地調査結果等を

参考に、各ゾーンの目安を示してい

る。 

注４：写真は令和２年１月から２月にかけ

て撮影したものである。 

注５：写真の左側が右岸を、右側が左岸を

示している。 

注６：   は平成 21 年に策定した整備活

用計画により施工した箇所を、   

は計画策定より前から存在する護岸

を指している。 

注７：平成 19 年度の横断測量調査結果が無

いため、令和４年度の横断測量調査

結果のみ掲載している。 

付近） （⑦：大正～昭和前期 烏山分水口付近） 

（出典） 

【写真①、④、⑥及び⑦】 

東京都水道歴史館所蔵 

【写真②及び③】小平市立図書館所蔵 

【写真⑤】「境浄水場拡築工事概要」 

東京都水道局、昭和８年３月 

（ 脚注）

注１ ： 赤線は令和４ 年度横断測量調査結果を 、

黒線は平成1 9 年度横断測量調査結果

を 示し ている。 ただし 、 測量方法の差

異によ り 、 中心位置が一致し ていない

可能性がある 。

注２ ： 断面図左側が左岸を 、 右側が右岸を 示

し ている 。

注３ ： こ れまで実施し た現地調査結果等を 参

考に、 各ゾーン の目安を 示し ている 。

注４ ： 写真は令和２ 年１ 月から ２ 月にかけて

撮影し たも のである 。

注５ ： 写真の左側が右岸を 、 右側が左岸を 示

し ている 。

注６ ： 　 　 　 は平成2 1 年に策定し た 整備活

用計画により 施工し た箇所を 、

は計画策定よ り 前から 存在する 護岸を

指し ている。

注７ ： 平成1 9 年度の横断測量調査結果が無

いため、 令和４ 年度の横断測量調査結

果のみ掲載し ている 。

【 岩崎橋～浅間橋】

（ ⑦： 大正～昭和前期 烏山分水口付近）

右岸

右岸

右岸⇔左岸

右岸⇔左岸

長兵衛橋～牟礼橋

＜コンクリ ート 擁壁＞

長兵衛橋～牟礼橋

＜コンクリ ート 擁壁＞

牟礼橋～兵庫橋

牟礼橋～兵庫橋

＜コンクリ ート 擁壁、 擬木柵＞

岩崎橋～浅間橋

＜木柵（ 右岸） ＞

5 55 5

第
Ⅰ
章

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

第
Ⅱ
章

玉
川
上
水
中
流
部
の
現
状
と
課
題

第
Ⅲ
章

ゾ
ー
ニ
ン
グ

第
Ⅳ
章

　
整
備
活
用
施
策

第
Ⅴ
章

植
生
管
理

第
Ⅵ
章

計
画
の
進
め
方
等

附
属
資
料



附属資料６ 　 中流部の自然環境調査結果

　【 調査の概要】

令和４ 年度から 令和５ 年度にかけて、 小平監視所から 浅間橋までの原則と し て水路を 挟むフ ェ ン

ス間を 調査対象地と し 、 下図の３ つのエリ アに区分し て自然環境調査（ ※） を 実施し まし た。

※植物調査： 植物相・ 林床植生、 動物調査： 小動物・ 鳥類・ 昆虫類・ 水生生物

　 ＜植物相調査＞

早春季・ 春季・ 夏季・ 秋季調査を 通じ て、 人里の林内や草地に一般的に見ら れる 種を 中心に、

1 3 0 科7 0 8 種（ 亜種変種含む。） が確認さ れ、 重要種と し ては、 キン ラ ン、 ギン ラ ン、 エビ ネなど、

2 7 科4 7 種が確認さ れまし た。

上流域の高木層は、コ ナラ 、イ ヌ シデ等が多く みら れ、イ ヌ ザク ラ 、エノ キ、エゴノ キなどが混生し 、

武蔵野の面影を 色濃く 残す雑木林が発達し ています。 林内は比較的開けており 、キンラ ン 、ギン ラ ン、

ホソ バヒ カ ゲスゲ、 ヤマジノ ホト ト ギスなど、 明る い林床を 好む種が生育し ています。

中流域は全体と し てはケヤキの大径木が目立つ落葉広葉樹林と なっ ており 、 ヤマザク ラ 、 ムク ノ

キなどが混生し ている 区間と ヤマザク ラ を 中心にサク ラ 並木と し て管理さ れている 区間に分かれて

います。 明る い樹林下では、 アマナ、 ニリ ン ソ ウ、 ノ カ ン ゾウが広範囲で多数確認さ れたほか、 ノ

ジト ラ ノ オ、 ヒ ト ツ バハギなどが見ら れます。

下流域では、 ムク ノ キ、 ケヤキ、 エノ キ、 コ ナラ などの落葉広葉樹林が広く みら れ、 一部に竹林

やヒ ノ キ等が生育し ています。 全体的に緑地帯の幅が狭く 、 法面も 勾配がある ため、 生育種はやや

単調と なっ ていますが、 比較的傾斜が緩く 明る い林床では、 アズマザサ、 ヒ ト ツ バハギ、 キン ラ ン

などが見ら れます。

　 ＜小動物調査（ 哺乳類、 爬虫類、 両生類） ＞

春季・ 夏季・ 秋季・ 冬季調査を 通じ て、 哺乳類は２ 目４ 科４ 種、 爬虫類は２ 目６ 科６ 種確認さ れ

まし た。 本調査においては、 両生類は確認さ れませんでし た。 重要種については、 ニホン ヤモリ 、

ヒ ガシニホン ト カ ゲ、 ニホン カ ナヘビ、 アズマモグラ など６ 種が確認さ れ、 特定外来生物ではアラ

イ グマ及びミ シシッ ピ アカ ミ ミ ガメ が確認さ れまし た。

玉川上水周辺は、 小動物の生息には適さ ない市街地と なっ ていますが、 上水沿いに残さ れた樹林

や草地は、 こ れら の哺乳類や爬虫類の重要な生息環境と なっ ています。 哺乳類については、 痕跡や

無人撮影によ り 、 アズマモグラ と ハク ビ シン が確認さ れまし た。 また、 爬虫類については、 水路沿 49 

附属資料６ 中流部の自然環境調査結果 

【調査の概要】 

 令和４年度から令和５年度にかけて、小平監視所から浅間橋までの原則として水路を挟むフェンス

間を調査対象地とし、下図の３つのエリアに区分して自然環境調査（※）を実施しました。 

※植物調査：植物相・林床植生、動物調査：小動物・鳥類・昆虫類・水生生物 

 

＜植物相調査＞ 

早春季・春季・夏季・秋季調査を通じて、人里の林内や草地に一般的に見られる種を中心に、130 科

708 種（亜種変種含む。）が確認され、重要種としては、キンラン、ギンラン、エビネなど、27 科 47 種

が確認されました。 

上流域の高木層は、コナラ、イヌシデ等が多くみられ、イヌザクラ、エノキ、エゴノキなどが混生し、

武蔵野の面影を色濃く残す雑木林が発達しています。林内は比較的開けており、キンラン、ギンラン、

ホソバヒカゲスゲ、ヤマジノホトトギスなど、明るい林床を好む種が生育しています。 

中流域は全体としてはケヤキの大径木が目立つ落葉広葉樹林となっており、ヤマザクラ、ムクノキな

どが混生している区間とヤマザクラを中心にサクラ並木として管理されている区間に分かれています。

明るい樹林下では、アマナ、ニリンソウ、ノカンゾウが広範囲で多数確認されたほか、ノジトラノオ、

ヒトツバハギなどが見られます。 

下流域では、ムクノキ、ケヤキ、エノキ、コナラなどの落葉広葉樹林が広くみられ、一部に竹林やヒ

ノキ等が生育しています。全体的に緑地帯の幅が狭く、法面も勾配があるため、生育種はやや単調とな

っていますが、比較的傾斜が緩く明るい林床では、アズマザサ、ヒトツバハギ、キンランなどが見られ

ます。 

＜小動物調査（哺乳類、爬虫類、両生類）＞ 

春季・夏季・秋季・冬季調査を通じて、哺乳類は２目４科４種、爬虫類は２目６科６種確認されまし

た。本調査においては、両生類は確認されませんでした。重要種については、ニホンヤモリ、ヒガシニ

ホントカゲ、ニホンカナヘビ、アズマモグラなど６種が確認され、特定外来生物ではアライグマ及びミ

シシッピアカミミガメが確認されました。 

玉川上水周辺は、小動物の生息には適さない市街地となっていますが、上水沿いに残された樹林や草

地は、これらの哺乳類や爬虫類の重要な生息環境となっています。哺乳類については、痕跡や無人撮影

により、アズマモグラとハクビシンが確認されました。また、爬虫類については、水路沿いの樹林や草

①上流域 

②中流域 

③下流域 
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いの樹林や草地でニホン ヤモリ 、 ヒ ガシニホン ト カ ゲ、 ニホン カ ナヘビ が確認さ れたほか、 水辺で

ミ シシッ ピ アカ ミ ミ ガメ が確認さ れまし た。

　 ＜鳥類調査＞

春季・ 夏季・ 秋季・ 冬季調査を 通じ て、 樹林・ 林縁を 生息環境と する 種や都市環境に適応し た種

を 中心に、 ９ 目2 3 科3 7 種の鳥類が確認さ れま し た。 重要種では、 カ ワセミ やモズ、 オナガなど の

1 0 科1 2 種が確認さ れ、 特定外来生物ではガビ チョ ウが確認さ れまし た。

上流域ではク ヌ ギ、 コ ナラ 等の高木が発達し ており 、 多く の鳥類が確認さ れまし た。 特に、 重要

種のオナガ、 カ ワセミ 、 イ カ ルなどが確認さ れている こ と が特徴です。

中流域では、 コ ゲラ やメ ジロ 等のほか、 重要種のオナガ、 ヤマガラ 等が確認さ れていますが、 他

の区間と 比べて確認種数がやや少ない傾向にあり まし た。

下流域の林相は、 落葉広葉樹と 常緑樹が混交し た樹林で、 大規模緑地である 井の頭公園に隣接す

る 区間も あり 、 多く の鳥類が確認さ れています。 ただし 、 多く は都市部に見ら れる 一般的な種類で

し た。 松影橋付近でも 緑地に接し 、 樹林性のアオゲラ やアオバト などが確認さ れている ほか、 土壁

にカ ワセミ の営巣も 確認さ れており 、重要な場所と なっ ています。 こ の区間では、重要種であるツ ミ 、

カ ワセミ 、 オナガ等が確認さ れています。

　 ＜昆虫類調査＞

春季・ 夏季・ 秋季調査を 通じ て、 樹林性や草地性の種など、 1 5 目1 3 1 科4 4 4 種が確認さ れまし た。

重要種では、 ハグロ ト ン ボ（ 春季・ 夏季・ 秋季）、 ダイ ミ ョ ウセセリ （ 夏季・ 秋季）、 ハチモド キハ

ナアブ（ 夏季）、 ヒ ゲブト ハナムグリ （ 春季） など９ 科1 0 種が確認さ れ、 特定外来生物ではアカ ボ

シゴマダラ が全域的に確認さ れまし た。

上流域では、コ ク ワガタ（ 夏季）、カ ブト ムシ（ 夏季）、エゾオナガバチ（ 春季） など、樹林性の種（ 主

に雑木林などに生息する 種） が多く 確認さ れまし た。

中流域では、 開花植物も 多く 、 ハナアブ類やハナバチ類などの訪花性の種も 他の区間に比べて多

く 見ら れまし た。 昆虫類の生息環境と し ては、 樹林と その林縁に広がる 明る い草地が主要なも ので

あり 、 他の区間に比べて多様な環境が維持さ れている と 言えます。

　 ＜水生生物調査＞

春季・ 秋季調査を 通じ て、 魚類４ 種、 ト ン ボ類４ 種など、 ４ 綱1 0 目1 5 科2 0 種の水生生物が確認

さ れまし た。 重要種ではハグロ ト ン ボ、 オオアメ ン ボ、 ホン サナエが確認さ れ、 特定外来生物では

アメ リ カ ザリ ガニが確認さ れまし た。

上流域は、 水深は比較的浅く 、 小規模な瀬と 淵が連続する 区間です。 カ ワムツ やカ ワヨ シノ ボリ

などの魚類やオナガサナエなどの昆虫類が特徴的にみら れ、 安定し た水生生物相がみら れまし た。

中流域は、 一部に瀬や淵も みら れますが、 流れの緩やかなト ロ 状の環境が多く みら れ、 そのよ う

な環境では水深が比較的深く 、 1 メ ート ル以上の場所も あり ま す。 特に、 小金井橋付近は流れが緩

やか且つ直線的で単調な環境になっ ており 、 こ のよ う な場所では水生生物は少ない状況にあり まし

た。

下流域は、 全体的に樹木に覆われ、 暗く 鬱蒼と し ている 場所が多く 、 こ う し た暗い場所でも 、 水

生生物は少ない状況にあり まし た。 　
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【 参考】 確認さ れた生物種数と 重要種
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【参考】確認された生物種数と重要種 

 

項目 確認数 重要種（※１） 

動植物 

調査結果 
科数 種類数 科数 種類数 

環境省

重要種 

東京都

重要種 
種名（※２） 

植 物 130 708 27 47 9 42 

コヒロハハナヤスリ、マツサカシダ、コモ
チシダ、ヘラシダ、トウゴクシダ、アスカ
イノデ、ネズミサシ、ハンゲショウ、ウマ
ノスズクサ、ニッケイ、カタクリ、ホトト
ギス、アマナ、シラン、エビネ、ギンラン、
キンラン、ササバギンラン、クゲヌマラン、
マヤラン、コクラン、アヤメ、ノカンゾウ、
ヒメニラ、キツネノカミソリ、アマドコロ、
ヤマスズメノヒエ、ホソバヒカゲスゲ、ア
ズマザサ、イカリソウ、ニリンソウ、イチ
リンソウ、キクザキイチゲ、アズマイチゲ、
チダケサシ、レンリソウ、キハギ、クララ、
ツルフジバカマ、エドヒガン、シロヤマブ
キ、エビガライチゴ、ヒトツバハギ、ノジ
トラノオ、コムラサキ、カリガネソウ、フ
ジバカマ 

哺乳類 4 4 1 1 0 1 アズマモグラ 

爬虫類 6 6 5 5 1 5 
ニホンスッポン、ニホンヤモリ、ヒガシニ
ホントカゲ、ニホンカナヘビ、アオダイシ
ョウ 

両生類 0 0 0 0 0 0  

鳥 類 23 37 10 12 1 12 
アオバト、ダイサギ、コサギ、ツミ、オオ
タカ、カワセミ、アオゲラ、モズ、オナガ、
ヤマガラ、ウグイス、イカル 

昆虫類 131 444 9 10 2 8 

ハグロトンボ、マユタテアカネ、リスアカ
ネ、ダイミョウセセリ、ヒカゲチョウ、ハ
チモドキハナアブ、ヒゲブトハナムグリ、
アカアシオアオカミキリ、オオセイボウ、
モンスズメバチ 

水生生物 15 20 3 3 0 3 ハグロトンボ、ホンサナエ、オオアメンボ 

※１ 重要種とは環境省又は東京都のレッドリストに掲載されている種を指す。 

※２ 重要種のうち環境省のレッドリストに掲載されている種は赤字で記載している。  

 

＜爬虫類＞ 

 

 

 

 

 

ニホンカナヘビ      ヒガシニホントカゲ      ニホンスッポン 

＜爬虫類＞

項目 確認数 重要種（ ※１ ）

動 植 物

調査結果
科数 種類数 科数 種類数

環境省

重要種

東京都

重要種
種名

（ ※２ ）

植 物 1 3 0 7 0 8 2 7 4 7 9 4 2

コヒロハハナヤスリ 、 マツサカシダ、 コモチ

シダ、 ヘラシダ、 ト ウゴクシダ、 アスカイノ

デ、 ネズミ サシ、 ハンゲショ ウ、 ウマノスズ

クサ、 ニッ ケイ、 カタクリ 、 ホトト ギス、 ア

マナ、 シラン、 エビネ、 ギンラン、 キンラ

ン、 ササバギンラン、 ク ゲヌマラン、 マヤ

ラン、 コクラン、 アヤメ、 ノカンゾウ、 ヒメ

ニラ、 キツネノカミ ソリ、 アマド コ ロ、 ヤマ

スズメノヒ エ、 ホソバヒカゲスゲ、 アズマザ

サ、 イカリソウ、 ニリンソウ、 イチリンソウ、

キクザキイチゲ、 アズマイチゲ、 チダケサシ、

レンリ ソウ、 キハギ、 クラ ラ、 ツ ルフ ジ バ

カ マ、 エド ヒ ガン、 シロヤマブキ、 エビガ

ラ イチゴ、 ヒト ツバハギ、 ノジト ラノ オ、 コ

ムラサキ、 カリガネソウ、 フジバカマ

哺 乳 類 4 4 1 1 0 1 アズマモグラ

爬 虫 類 6 6 5 5 1 5
ニホンスッポン、 ニホンヤモリ 、 ヒガシニホ

ント カゲ、 ニホンカナヘビ、 アオダイショ ウ

両 生 類 0 0 0 0 0 0

鳥 類 2 3 3 7 1 0 1 2 1 1 2

アオバト 、ダイサギ、コサギ、 ツミ 、 オオタカ、

カワセミ 、アオゲラ、モズ、オナガ、ヤマガラ、

ウグイス、 イカル

昆 虫 類 1 3 1 4 4 4 9 1 0 2 8

ハグロト ンボ、 マユタテアカネ、 リスアカネ、

ダイミョ ウセセリ 、 ヒ カ ゲチョ ウ、 ハチモド

キハナアブ、 ヒゲブト ハナムグリ 、 アカアシ

オアオカミ キリ 、 オオセイボウ、 モンスズメ

バチ

水生生物 1 5 2 0 3 3 0 3 ハグロト ンボ、 ホンサナエ、 オオアメンボ

※１ 　 重要種と は環境省又は東京都のレ ッ ド リ スト に掲載さ れている 種を 指す。

※２ 　 重要種のう ち環境省のレ ッ ド リ スト に掲載さ れている 種は赤字で記載し ている 。

ニホン カ ナへビ ヒ ガシニホン ト カ ゲ ニホン スッ ポン
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モ
カ
マ

トト
ン、

、
ウ、
ロ、
ア
チ

ゲ、
ラ、

マブ
ノジ

フ

ニ
シ

オオ
ガ、

カ
ハ
、
、

ボ 

重要種とは環境省又は東京都のレッドリストに掲載されている種を指す。 

で記載している。  

＜植 物＞ 

    キンラン        マヤラン         エビネ         ギンラン 

     ノジトラノオ          アマナ             ニリンソウ         アズマザサ 

 

＜＜鳥鳥  類類＞＞  

カワセミ        オナガ        コサギ        ヤマガラ 

  

＜＜昆昆虫虫類類＞＞  

  マユタテアカネ      ヒゲブトハナムグリ  ハチモドキハナアブ    オオセイボウ 

 

＜＜水水生生生生物物＞＞  

 

 

 

 

 

ハグロトンボ       ホンサナエ       オオアメンボ     

＜植　 物＞

　 ＜鳥　 類＞

　 ＜昆虫類＞

　 ＜水生生物＞

キン ラ ン

ノ ジト ラ ノ オ

カ ワセミ

マユタ テアカ ネ

ハグロ ト ンボ

マヤラ ン

アマナ

オナガ

ヒ ゲブト ハナムグリ

ホンサナエ

エビ ネ

ニリ ン ソ ウ

コ サギ

ハチモド キハナアブ

オオアメ ン ボ

ギン ラ ン

アズマザサ

ヤマガラ

オオセイ ボウ
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附属資料７ 玉川上水に関する関係法令・計画等 
（「史跡玉川上水保存管理計画書」P15 より） 

 

 
 

 

指定区域名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

 史跡「玉川上水」 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇     〇 

 名勝「⼩⾦井（サクラ）」             〇 〇         

 玉川上水風致地区         〇 〇 〇           

 都市計画玉川上水緑地     〇             〇     

 都市計画多摩川緑地 〇                       

 都⽴⽻村草花丘陵⾃然公園 〇                       

 玉川上水歴史環境保全地域 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇     〇 

 玉川上水景観基本軸 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇       

 水道原水導水路 〇 〇 〇 ○ 〇               

 都市公園「都⽴玉川上水緑道」       ○                 

＊⑩⑪（灰色の網掛け部分）は、史跡指定範囲外 

＊玉川上水景観基本軸については、平成 19 年から景観法に基づく東京都景観計画に位置づけられ

ている。 

  

中流部 

附属資料７ 　 玉川上水に関する関係法令・ 計画等

（「 史跡玉川上水保存管理計画書」 P 1 5 よ り ）

中流部
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指定区域名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

史跡「 玉川上水」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 … … 〇

名勝「 小金井（ サク ラ ）」 … … … … … … 〇 〇 … … … …

玉川上水風致地区 … … … … 〇 〇 〇 … … … … …

都市計画玉川上水緑地 … … 〇 … … … … … … 〇 … …

都市計画多摩川緑地 〇 … … … … … … … … … … …

都立羽村草花丘陵自然公園 〇 … … … … … … … … … … …

玉川上水歴史環境保全地域 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 … … 〇

玉川上水景観基本軸 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 … … …

水道原水導水路 〇 〇 〇 〇 〇 … … … … … … …

都市公園「 都立玉川上水緑道」 … … … 〇

＊⑩⑪（ 灰色の網掛け部分） は、 史跡指定範囲外

＊玉川上水景観基本軸については、 平成1 9 年から 景観法に基づく 東京都景観計画に位置づけ

ら れている。

51 
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 史跡「玉川上水」 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇     〇 
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 玉川上水風致地区         〇 〇 〇           

 都市計画玉川上水緑地     〇             〇     

 都市計画多摩川緑地 〇                       

 都⽴⽻村草花丘陵⾃然公園 〇                       

 玉川上水歴史環境保全地域 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇     〇 

 玉川上水景観基本軸 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇       

 水道原水導水路 〇 〇 〇 ○ 〇               

 都市公園「都⽴玉川上水緑道」       ○                 

＊⑩⑪（灰色の網掛け部分）は、史跡指定範囲外 

＊玉川上水景観基本軸については、平成 19 年から景観法に基づく東京都景観計画に位置づけられ

ている。 

  

中流部 
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 玉川上水歴史環境保全地域 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇     〇 

 玉川上水景観基本軸 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇       

 水道原水導水路 〇 〇 〇 ○ 〇               

 都市公園「都⽴玉川上水緑道」       ○                 

＊⑩⑪（灰色の網掛け部分）は、史跡指定範囲外 

＊玉川上水景観基本軸については、平成 19 年から景観法に基づく東京都景観計画に位置づけられ

ている。 

  

中流部 
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 史跡「玉川上水」 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇     〇 
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＊⑩⑪（灰色の網掛け部分）は、史跡指定範囲外 

＊玉川上水景観基本軸については、平成 19 年から景観法に基づく東京都景観計画に位置づけられ

ている。 

  

中流部 

51 

 

 
 

 

指定区域名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

 史跡「玉川上水」 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇     〇 

 名勝「⼩⾦井（サクラ）」             〇 〇         

 玉川上水風致地区         〇 〇 〇           
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 玉川上水景観基本軸 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇       

 水道原水導水路 〇 〇 〇 ○ 〇               

 都市公園「都⽴玉川上水緑道」       ○                 

＊⑩⑪（灰色の網掛け部分）は、史跡指定範囲外 

＊玉川上水景観基本軸については、平成 19 年から景観法に基づく東京都景観計画に位置づけられ

ている。 

  

中流部 
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（「史跡玉川上水保存管理計画書」P15 より） 
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 史跡「玉川上水」 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇     〇 

 名勝「⼩⾦井（サクラ）」             〇 〇         

 玉川上水風致地区         〇 〇 〇           

 都市計画玉川上水緑地     〇             〇     

 都市計画多摩川緑地 〇                       
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＊⑩⑪（灰色の網掛け部分）は、史跡指定範囲外 

＊玉川上水景観基本軸については、平成 19 年から景観法に基づく東京都景観計画に位置づけられ

ている。 

  

中流部 
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附属資料７ 玉川上水に関する関係法令・計画等 
（「史跡玉川上水保存管理計画書」P15 より） 

 

 
 

 

指定区域名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

 史跡「玉川上水」 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇     〇 

 名勝「⼩⾦井（サクラ）」             〇 〇         

 玉川上水風致地区         〇 〇 〇           

 都市計画玉川上水緑地     〇             〇     

 都市計画多摩川緑地 〇                       

 都⽴⽻村草花丘陵⾃然公園 〇                       

 玉川上水歴史環境保全地域 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇     〇 

 玉川上水景観基本軸 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇       

 水道原水導水路 〇 〇 〇 ○ 〇               

 都市公園「都⽴玉川上水緑道」       ○                 

＊⑩⑪（灰色の網掛け部分）は、史跡指定範囲外 

＊玉川上水景観基本軸については、平成 19 年から景観法に基づく東京都景観計画に位置づけられ

ている。 
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（「史跡玉川上水保存管理計画書」P15 より） 
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 水道原水導水路 〇 〇 〇 ○ 〇               

 都市公園「都⽴玉川上水緑道」       ○                 

＊⑩⑪（灰色の網掛け部分）は、史跡指定範囲外 

＊玉川上水景観基本軸については、平成 19 年から景観法に基づく東京都景観計画に位置づけられ

ている。 
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附属資料７ 玉川上水に関する関係法令・計画等 
（「史跡玉川上水保存管理計画書」P15 より） 
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 玉川上水景観基本軸 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇       

 水道原水導水路 〇 〇 〇 ○ 〇               

 都市公園「都⽴玉川上水緑道」       ○                 

＊⑩⑪（灰色の網掛け部分）は、史跡指定範囲外 

＊玉川上水景観基本軸については、平成 19 年から景観法に基づく東京都景観計画に位置づけられ

ている。 
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附属資料７ 玉川上水に関する関係法令・計画等 
（「史跡玉川上水保存管理計画書」P15 より） 
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 史跡「玉川上水」 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇     〇 
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 都市計画玉川上水緑地     〇             〇     

 都市計画多摩川緑地 〇                       

 都⽴⽻村草花丘陵⾃然公園 〇                       

 玉川上水歴史環境保全地域 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇     〇 

 玉川上水景観基本軸 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇       

 水道原水導水路 〇 〇 〇 ○ 〇               

 都市公園「都⽴玉川上水緑道」       ○                 

＊⑩⑪（灰色の網掛け部分）は、史跡指定範囲外 

＊玉川上水景観基本軸については、平成 19 年から景観法に基づく東京都景観計画に位置づけられ

ている。 
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附属資料７ 玉川上水に関する関係法令・計画等 
（「史跡玉川上水保存管理計画書」P15 より） 

 

 
 

 

指定区域名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

 史跡「玉川上水」 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇     〇 

 名勝「⼩⾦井（サクラ）」             〇 〇         

 玉川上水風致地区         〇 〇 〇           

 都市計画玉川上水緑地     〇             〇     

 都市計画多摩川緑地 〇                       

 都⽴⽻村草花丘陵⾃然公園 〇                       

 玉川上水歴史環境保全地域 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇     〇 

 玉川上水景観基本軸 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇       

 水道原水導水路 〇 〇 〇 ○ 〇               

 都市公園「都⽴玉川上水緑道」       ○                 

＊⑩⑪（灰色の網掛け部分）は、史跡指定範囲外 

＊玉川上水景観基本軸については、平成 19 年から景観法に基づく東京都景観計画に位置づけられ

ている。 
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附属資料８ 　 現状変更等に係る行為に対する許可等の取扱                          方針一覧

現状変更に係る 行

為に対する 許可等

の区分

許可・ 届出を必要と し ない行為
届出によ る 対応で、

許可を必要と し ない行為

現状変更に係る 行

為の分類
保存管理と し ての維持管理 保存管理と し ての復旧（ 修理）

現状変更に係る

行為に対する

許可等の

取扱方針

①　 史跡と 名勝の保存に係る 「 維持管理」 は、

許可・ 届出を 必要と し ない行為と 捉え、 継

続でき る よう にする。

②　 史跡と 名勝の価値を 継承する ための「 復

旧（ 修理）」 は、 届出によ る 対応で、 許可

を 必要と し ない行為と 捉え、 史跡と 名勝の

保存に影響のない範囲で行う 。

具体的な現状変更

等に係る 行為

ア　 水路機能維持のための管理行為

…・ 　 水路の維持管理（ 芥(あく た)揚げ・ 水路

清掃・ 浚渫(し ゅ んせつ)・ 水路内の土砂等

堆積物や植物（ シュ ロ 、 アオキ等） の除去）

等

…・ 　 分水施設の手動バルブ の保守点検・ 日常

的な補修等

イ 　 小金井サク ラ のための管理行為

…・ 　 ヤマ ザク ラ のせん定、 添え 木等の設置、

病虫害防除、 清掃、 施肥等

ウ　 その他の維持管理行為

…・ 　 水衛所跡や第２ 水門、 スク リ ーン 等の近

代水道関連施設における 日常的な補修、 清

掃等

…・ 　 橋り ょ う の日常的な補修（ 塗装の同系色

での塗り 替えを 含む。）、 橋面や高欄が破損

し た場合の応急措置、 橋面清掃、 保守点検

等

…・ 　 横断管路等の日常的な補修（ 塗装の同系

色での塗り 替えを 含む。）、 破損し た場合の

応急措置等

…・ 　 柵や境界石等、 管理施設の日常的な補修

（ 塗装の同系色で の塗り 替え、 同材かつ同

基礎位置（ 同じ 深さ ） での一部取替えを 含

む。）、 破損し た場合の応急措置等

…・ 　 街灯やカ ーブミ ラ ーの清掃、 保守点検等

…・ 　 標識・ 信号機等の日常的な補修（ 塗装の

同系色での塗り 替え、 同材かつ同基礎位置

（ 同じ 深さ ） で の一部取替え を 含む。）、 破

損し た場合の応急措置等

…・ 　 植栽木等（ サク ラ 並木、 その他の植栽木、

植栽植物） の枯損木伐採、 倒木・ 落枝等の

除去、 支障枝せん定、 植栽木刈り 込み、 サ

ク ラ の病虫害防除等

…・ 　 植生（ 樹林地） の日常的な手入れ（ 枯損木・

倒木処理、 支障枝せん定、 枯枝清掃）、 ツ

ル切り 、 下刈り 、 植生（ 草地） の草刈り 等

エ　 非常災害時に必要な応急措置

…・ 　 地震や豪雨等の非常災害時に、 構成要素

のき 損や滅失を 未然に防止する ため行う 応

急的な措置

ア　 水路機能維持のための復旧（ 修理）

…・ 　 水路内の崩壊土砂の除去、 漏水や法面・

護岸の崩壊・ 洗掘箇所における 木柵工・ 土

のう での応急的な措置と 盛土によ る 原状復

旧（ 修理）

…・ 　 分水施設の崩壊（ 今も 分水機能がある 場

合には、 設備の不備によ り 分水機能に支障

を 来し て いる 場合を 含む。） や老朽化し た

箇所における 原状復旧（ 修理）

…・ 　 法面・ 護岸保護工施行箇所のき 損・ 劣化

箇所における 原状復旧（ 修理） 等

イ 　 小金井サク ラ のための復旧（ 修理）

…・ 　 傾いたり 折損し たり し たヤマザク ラ の応

急的な措置
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附属資料８ 　 現状変更等に係る行為に対する許可等の取扱                          方針一覧

許可を得る 必要がある 行為

保存管理と し ての改良（ 保存整備）

及び改良（ 活用整備）
公益上必要な施設に係る新規整備

③　 き 損や劣化防止のための「 改良（ 保存整備）」 と 、 史跡と 名

勝の活用に資する「 改良（ 活用整備）」 は、 許可を 得る 必要が

ある 行為と 捉え、 史跡と 名勝の価値と 共存を 図る こ と を 前提

に、 関係機関と 協議を 行い、 許可を得る 。

④　 公益上必要な施設に係る 新規整備は、 許可

を 得る 必要がある 行為と 捉え 、 史跡と 名勝

の価値と 共存を 図る こ と を 前提に、 関係機

関と 協議を 行い、 許可を得る 。

ア　 水路の改修

…・ 　 法面・ 護岸の崩落防止のための整備や、 活用に資する 再現の

ための整備等

イ 　 小金井サク ラ のための保存整備

…・ 　 ヤマザク ラ 更新のための植栽

…・ 　 枯死し たヤマザク ラ の伐採や抜根等

…・ 　 ヤマザク ラ の生育回復のための土壌改良

ウ　 史跡指定範囲内のその他施設における 改良

…・ 　 第２ 水門、 スク リ ーン 等近代水道関連施設における 導水路機

能に支障を き たす崩壊等に対応し た補修等

…・ 　 石碑類の倒壊、 基礎の劣化等を修復するための保存整備

エ　 建築物の新築・ 増築・ 改修・ 補修・ 撤去

…・ 　 活用に寄与する 施設の新築（ 増築・ 改修・ 撤去） 等

オ　 道路や橋り ょ う の改修・ 補修・ 撤去（ 架け替えは「 公益上必

要な施設に係る 新規整備」 に含む。）

…・ 　 既存の道路・ 橋り ょ う の老朽化等によ り 必要と なる 改修・ 補

修

…・ 　 公益上の機能を 終え、 必要性がなく なっ た道路・ 橋り ょ う の

撤去

カ 　 横断管路や道路の附属物等の改修・ 補修・ 撤去（ 付け替えは

「 公益上必要な施設に係る 新規整備」 に含む。）

…・ 　 既存の横断管路、 道路の附属物の改修・ 補修・ 撤去

キ　 史跡の管理や活用に必要な施設の新設・ 改修・ 補修・ 撤去

…・ 　 柵や境界石等の管理施設や説明板等、 活用のために必要な施

設の新設・ 改修・ 補修・ 撤去

ク 　 植生における 木竹等の伐採・ 抜根及び植栽

…・ 　 史跡に影響を 及ぼす危険性がある 木竹等の伐採

…・ 　 上記と 同一の理由によ る 木竹等の抜根（ 除去）

…・ 　 活用のための樹木や草花等の植栽

…・ 　 草地の流亡等により 裸地化し た法面の草地への改良、 衰退し

た貴重な植物の再生

ケ　 上記以外における 、 土地や水路の形状変更

…・ 　 学術調査を 目的と し た発掘調査等

ア　 道路や橋り ょ う の新設・ 架け替え（ 拡幅を

含む。）

…・ 　 公益上必要な道路・ 橋り ょ う の新設や架け

替え（ 拡幅） 等

イ 　 横断管路や道路の附属物等の新設・ 付け替

え

…・ 　 公益上必要なガス・ 電気・ 排水等の横断管

路や標識・ 信号機等、 道路の附属物、 史跡保

存のための解説板等の新設・ 付け替え
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ア　 現状変更（ 軽微な現状変更以外のも の： 文化庁長官の許可が求めら れる 行為）

改良（ 保存整備）

1 ） 水路の改修（ 保存のための整備等）

・ 　 整備の必要性を明ら かにし 、 史跡への影響が最小限と なる範囲で現状変更を許可する。

2 ） 道路・ 橋り ょ う の改修・ 撤去

・ 　 事業の必要性と 史跡保護の必要性と の調和点を 明ら かにし 、 史跡及び水路機能への影響が

少なく なるよう 最大限配慮する。

・ 　 周辺景観等と の調和を図っ た形態・ 素材・ 色彩と する。

・ 　 撤去にあわせ、 事業者が事前に十分な情報収集を 行い、 必要に応じ て現状変更の許可を 得

た上で確認調査を行い、 地下遺構の有無を確認する。

3 ） 植生における木竹等の抜根

・ 　 史跡や水路機能への影響が最小限と なる範囲で抜根を行う 。

・ 　 計画、 設計段階で現状変更について協議を 行う と と も に、 事業者が事前に現状変更の許可

を得た上で確認調査を行い、 地下遺構の有無を確認する。

4 ） 学術調査の発掘や、 整備のための事前確認調査注1 ）

・ 　 学術研究上、 整備のための事前調査上、 重要な箇所等について、 必要に応じ て実施する。

・ 　 調査の必要性を明ら かにすると と も に、 計画的に実施する。

・ 　 ボーリ ング、 貫入調査など、 地面を掘削する地質調査

改良（ 活用整備）

1 ） 水路の整備

・ 　 活用のための護岸の再現や景観向上等を目的と し た水路の整備は、 必要性を明ら かにする。

・ 　 史跡及び水路機能への影響が最小限と なるよう 配慮する。

2 ） 建築物の新築・ 増築・ 改修・ 撤去

・ 　 必要性を明ら かにし 、 史跡及び水路機能への影響が最小限と なるよう 配慮する。

・ 　 水路上部（ 水路に附属する覆蓋構造物上部を含む。） への建築物の新築は認めない。

3 ） 樹木等の植栽

・ 　 必要性を明ら かにし 、 史跡及び水路機能への影響が最小限と なるよう 配慮する。

・ 　 自然環境や景観等と の調和を図っ た在来種を基本と する。

公益上必要な施設に係る新規整備

1 ） 道路・ 橋り ょ う の新設・ 架け替え（ 拡幅を含む。）

・ 　 事業の必要性と 史跡保護の必要性と の調和点を 明ら かにし 、 史跡及び水路機能への影響が

少なく なるよう 最大限配慮する。

・ 　 周辺景観等と の調和を図っ た形態・ 素材・ 色彩と する。

・ 　 計画、 設計段階で現状変更について協議を 行う と と も に、 事業者が事前に十分な情報収集

を行い、必要に応じ て現状変更の許可を得た上で確認調査を行い、地下遺構の有無を確認する。

2 ） 横断管路の新設・ 付け替え

・ 　 事業の必要性と 史跡保護の必要性と の調和点を 明ら かにし 、 史跡及び水路機能への影響が

少なく なるよう 最大限配慮する。

・ 　 周辺景観等と の調和を図っ た形態・ 素材・ 色彩と する。

・ 　 計画、 設計段階で現状変更について協議を 行う と と も に、 事業者が事前に十分な情報収集

を行い、 必要に応じ て、 現状変更の許可を 得た上で確認調査を行い、 地下遺構の有無を確認

する。

3 ） 道路の附属物の新設・ 付け替え

・ 　 道路の附属物と は、 標識や信号機等、 道路に附属する施設と する。

・ 　 2 ） の横断管路の新設・ 付け替えと 同様の扱いと する。

附属資料９ 　 現状変更の取扱基準の内容
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イ 　 軽微な現状変更（ 区市の教育委員会の許可が求めら れる 行為）

改良（ 保存整備）

1 ） 仮設建築物（ 工事用プレハブ等） の新築・ 増築・ 改修・ 撤去　〔 イ 〕注2 ）

・ 　 仮設建築物と は、 ３ か月以内の期間限定の小規模建築物で、 工事用プレ ハブ等の建築物と

する。

・ 　 必要性を明ら かにし 、 史跡及び水路機能への影響が最小限と なるよう 配慮する。

2 ） 工作物の設置・ 改修・ 撤去、 又は道路の舗装若し く は修繕　〔 ハ〕注2 ）

・ 　 工作物と は、 基礎等（ 掘削や土地の改変を伴う 工事） を必要と し ない軽微なも のと する。

・ 　「 道路の舗装若し く は修繕」 と は、 未舗装道路のでこ ぼこ のなら し 、 あるいは既に舗装整備

が行われている舗装の一部の補修と する 。 掘削や土地の改変が必要と なる行為は、 アの「 公

益上必要な施設に係る新規整備」 の「 １ ） 道路・ 橋り ょ う の新設・ 架け替え（ 拡幅を含む。）」

と する。

・ 　 史跡及び水路機能への影響が最小限と なるよう 配慮する。

3 ） 横断管路や埋設さ れている電線等（ 既存の施設） の改修・ 撤去　〔 ホ〕注2 ）

・ 　 横断管路や埋設さ れている電線等と は、 既存のも ので掘削が「 埋設の際に掘削さ れた範囲」

を超えないも のに限る。

・ 　 史跡及び水路機能への影響が最小限と なるよう 配慮する。

4 ） 道路の附属物（ 既存の施設） の改修・ 撤去　〔 ハ〕注2 ）

・ 　 道路の附属物と は、 標識や信号機等、 道路に附属する施設と する。

・ 　 史跡及び水路機能への影響が最小限と なるよう 配慮する。

・ 　 周辺景観等と の調和を図っ た形態・ 素材・ 色彩と する。

5 ） 植生における木竹等の伐採　〔 ト 〕 注2 ）注3 ）

・ 　 木竹等の伐採と は、 根元までの幹の切断と する。

・ 　 掘削や土地の改変を伴う 伐採は、 アの「 改良（ 保存整備）」 の「 ３ ） 植生における木竹等の

抜根」 の取扱いと する。

・ 　 必要性を明ら かにし 、 史跡及び水路機能への影響が最小限と なるよう 配慮する。

改良（ 活用整備）

1 ） 史跡の管理に必要な施設の新設・ 撤去　〔 ニ〕注2 ）

・ 　 史跡の管理に必要な施設と は、 標識、 説明板、 境界標（ 境界石）、 囲い（ 柵） 等と する。

・ 　 必要性を明ら かにし 、 史跡及び水路機能への影響が最小限と なるよう 配慮する。

・ 　 周辺景観等と の調和を図っ た形態・ 素材・ 色彩と する。

2 ） 史跡の活用に必要な施設の新設・ 撤去　〔 ハ〕注2 ）

・ 　 史跡の活用に必要な施設と は、 誘導のための案内板、 ベンチ等と する（ 建築物は除く 。）。

・ 　 必要性を明ら かにし 、 史跡及び水路機能への影響が最小限と なるよう 配慮する。

・ 　 周辺景観等と の調和を図っ た形態・ 素材・ 色彩と する。

注１ ） 以前に地下遺構の有無を確認し た箇所において、 再度の確認調査を伴う 事業を実施する場合は、 調査の必要はない。

注２ ） 掲載の内容が対応する文化財保護法施行令第５ 条第４ 項第一号の項目記号を示す。（ 附属資料1 0 参照）

注３ ） 名勝区間における木竹等の伐採に当たっ ては、 文化庁長官による許可の要否を所管の区市の教育委員会に協議する事。

　 　 　 なお、 名勝指定に係る木竹については、 危険防止のために必要な伐採に限る。
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附属資料 1 0 　 文化財保護法等に係る規定

１ ． 文化財保護法第1 2 5 条（ 抜粋）

２ ． 文化財保護法施行令第５ 条第４ 項（ 抜粋）

第５ 条第４ 項　 次に掲げる文化庁長官の権限に属する事務は、 都道府県の教育委員会（ 第一号イ から

リ まで及びルに掲げる現状変更等が市の区域（ 法第1 1 5 条第1 項に規定する管理団体（ 以下こ の条

及び次条第2 項第一号イ において単に「 管理団体」 と いう 。） が都道府県である史跡名勝天然記念

物の管理のための計画（ 以下こ の条並びに次条第2 項第一号イ 及びハにおいて「 管理計画」 と いう 。）

を当該都道府県の教育委員会が定めている区域を除く 。 以下こ の項において「 市の特定区域」 と い

う 。） 内において行われる場合、 第一号ヌ に掲げる現状変更等を 行う 動物園又は水族館が市の特定

区域内に存する場合並びに同号ヲ に規定する指定区域が市の特定区域内に存する場合にあつては、

当該市の教育委員会（ 当該市が特定地方公共団体である場合にあつては、 当該市の長。 以下こ の条

において同じ 。）） が行う こ と と する。

一　 次に掲げる現状変更等（ イ から チまでに掲げるも のにあつては、 史跡名勝天然記念物の指定

に係る 地域内において行われる も のに限る。） に係る 法第1 2 5 条第1 項並びに同条第3 項におい

て準用する法第4 3 条第3 項及び第4 項の規定による許可及びその取消し 並びに停止命令

イ 　 小規模建築物（ 階数が2 以下で、 かつ、 地階を有し ない木造又は鉄骨造の建築物であつて 、

建築面積（ 増築又は改築にあつては、増築又は改築後の建築面積） が1 2 0 ㎡以下のも のをいう 。

ロにおいて同じ 。） で2 年以内の期間を限つて設置さ れるも のの新築、 増築又は改築

ロ　 小規模建築物の新築、 増築又は改築（ 増築又は改築にあつては、 建築の日から 5 0 年を経過

し ていない小規模建築物に係るも のに限る。） であつて、 指定に係る地域の面積が1 5 0 …ha以

上である史跡名勝天然記念物に係る都市計画法（ 昭和4 3 年法律第1 0 0 号） 第8 条第1 項第一号

の第一種低層住居専用地域、 第二種低層住居専用地域又は田園住居地域におけるも の

※　 下線： 文化庁長官の許可が必要と なる事項を示し ている。

※　 　 　 ： 許可の必要がない事項に関し て示し ている。

（ 現状変更等の制限及び原状回復の命令）

第1 2 5 条　 史跡名勝天然記念物に関し その現状を変更し 、…又はその保存に影響を及ぼす行為をし よう と

すると き は、 文化庁長官の許可を受けなければなら ない。……ただし 、…現状変更については維持の措置

又は非常災害のために必要な応急措置を執る場合、 保存に影響を及ぼす行為については影響の軽微

である場合は、 こ の限り でない。

2 　 前項ただし 書に規定する維持の措置の範囲は、 文部科学省令で定める。

3 　 第１ 項の規定による許可を 与える場合には、 第4 3 条第3 項の規定を、 第1 項の規定による許可を受

けた者には、 同条第4 項の規定を準用する。

4 　 第1 項の規定による処分には、 第1 1 1 条第1 項の規定を準用する。

5 　 第1 項の許可を受けるこ と ができなかつたこ と により 、 又は第3 項で準用する第4 3 条第3 項の許可の

条件を付せら れたこ と によつて損失を受けた者に対し ては、国は、その通常生ずべき 損失を補償する。

6 　 前項の場合には、 第4 1 条第2 項から 第4 項までの規定を準用する。

7 　 第1 項の規定による許可を受けず、 又は第3 項で準用する第4 3 条第3 項の規定による許可の条件に従

わないで、 史跡名勝天然記念物の現状を変更し 、 又はその保存に影響を及ぼす行為をし た者に対し

ては、 文化庁長官は、 原状回復を命ずるこ と ができ る。 こ の場合には、 文化庁長官は、 原状回復に

関し 必要な指示をするこ と ができる。
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ハ　 工作物（ 建築物を除く 。 以下こ のハにおいて同じ 。） の設置若し く は改修（ 改修にあつては、

設置の日から 5 0 年を 経過し ていない工作物に係るも のに限る。） 又は道路の舗装若し く は修

繕（ それぞれ土地の掘削、 盛土、 切土その他土地の形状の変更を伴わないも のに限る。）

ニ　 法第1 1 5 条第1 項（ 法第1 2 0 条及び第1 7 2 条第5 項において準用する 場合を 含む。） に規定

する史跡名勝天然記念物の管理に必要な施設の設置又は改修

ホ　 電柱、 電線、 ガス管、 水管、 下水道管その他こ れら に類する工作物の設置又は改修

ヘ　 建築物等の除却（ 建築又は設置の日から 5 0 年を 経過し ていない建築物等に係る も のに限

る。）

ト 　 木竹の伐採（ 名勝又は天然記念物の指定に係る木竹については、 危険防止のため必要な伐

採に限る。）

チ　 史跡名勝天然記念物の保存のため必要な試験材料の採取

リ 　 天然記念物に指定さ れた動物の個体の保護若し く は生息状況の調査又は当該動物による人

の生命若し く は身体に対する危害の防止のため必要な捕獲及び当該捕獲し た動物の飼育、 当

該捕獲し た動物への標識若し く は発信機の装着又は当該捕獲し た動物の血液その他の組織の

採取

ヌ 　 天然記念物に指定さ れた動物の動物園又は水族館相互間における譲受け又は借受け

ル　 天然記念物に指定さ れた鳥類の巣で電柱に作ら れたも の（ 現に繁殖のために使用さ れてい

るも のを除く 。） の除却

ヲ 　 イ から ルまでに掲げるも ののほか、 史跡名勝天然記念物の指定に係る地域のう ち指定区域

（ 当該史跡名勝天然記念物の管理計画を都道府県の教育委員会（ 当該管理計画が市の区域（ 管

理団体が当該都道府県である史跡名勝天然記念物の指定に係る地域内の区域に限る。） 又は町

村の区域（ 次条第7 項に規定する特定認定市町村である町村であつて同条第2 項に規定する事

務を 行う こ と と さ れたも のにあつては、 管理団体が当該都道府県である史跡名勝天然記念物

の指定に係る地域内の区域に限る。） を 対象と する場合に限る。） 又は市の教育委員会（ 当該

管理計画が市の特定区域を対象と する場合に限る。） が定めている区域のう ち当該都道府県又

は市の教育委員会の申出に係るも ので、 現状変更等の態様、 頻度その他の状況を 勘案し て文

化庁長官が指定する区域をいう 。） における現状変更等

二　 法第1 3 0 条（ 法第1 7 2 条第5 項において準用する場合を 含む。） 及び第1 3 1 条の規定による調

査及び調査のため必要な措置の施行（ 前号イ から ヲ までに掲げる現状変更等に係る法第1 2 5 条

第1 項の規定による許可の申請に係るも のに限る。）

３ ． 特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念物の現状変更等の許可申請等

に関する規則（ 昭和2 6 年7 月1 3 日文化財保護委員会規則第1 0 号）

最終改正： 平成3 1 年3 月2 9 日文部科学省令第7 号（ 一部抜粋）

（ 維持の措置の範囲）

第４ 条　 法第1 2 5 条第1 項ただし 書の規定によ り 現状変更について許可を 受けるこ と を 要し ない場合

は、 次の各号のいずれかに該当する場合と する。

一　 史跡、 名勝又は天然記念物がき 損し 、 又は衰亡し ている場合において、 その価値に影響を 及

ぼすこ と なく 当該史跡、 名勝又は天然記念物を その指定当時の原状（ 指定後において現状変更

等の許可を受けたも のについては、 当該現状変更等の後の原状） に復すると き。
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二　 史跡、 名勝又は天然記念物がき 損し 、 又は衰亡し ている場合において、 当該き 損又は衰亡の

拡大を防止するため応急の措置をすると き 。

三　 史跡、 名勝又は天然記念物の一部がき 損し、 又は衰亡し 、 かつ、 当該部分の復旧が明ら かに

不可能である場合において、 当該部分を除去すると き 。

（ 国の機関による現状変更等）

第５ 条　 各省各庁の長その他の国の機関が、 史跡、 名勝又は天然記念物の現状変更等について、 法第

1 6 8 条第1 項第一号又は第2 項の規定による同意を 求めよう と する場合には第1 条及び第2 条の規定

を、 法第1 6 8 条第1 項第一号又は第2 項の規定による同意を受けた場合には第3 条の規定を準用する。

２ 　 法第1 6 8 条第3 項で準用する法第1 2 5 条第1 項ただし 書の規定により 現状変更について同意を求め

るこ と を要し ない場合は、 前条各号に掲げる場合と する。

４ ． 文化財保護法第1 6 8 条（ 抜粋）

（ 重要文化財等についての国に関する特例）

第1 6 8 条　 次に掲げる場合には、 関係各省各庁の長は、 あら かじ め、 文部科学大臣を 通じ 文化庁長官

の同意を求めなければなら ない。

一　 重要文化財又は史跡名勝天然記念物の現状を 変更し 、 又はその保存に影響を 及ぼす行為をし

よう と すると き 。

二　 所管に属する重要文化財又は重要有形民俗文化財を輸出し よう と すると き 。

三　 所管に属する重要文化財、 重要有形民俗文化財又は史跡名勝天然記念物の貸付、 交換、 売払、

譲与その他の処分をし よう と すると き。 …

２ 　 各省各庁の長以外の国の機関が、 重要文化財又は史跡名勝天然記念物の現状を 変更し、 又はその

保存に影響を及ぼす行為をし よう と すると き は、 あら かじ め、 文化庁長官の同意を求めなければな

ら ない。

３ 　 第1 項第一号及び前項の場合には、 第4 3 条第1 項ただし 書及び同条第2 項並びに第1 2 5 条第1 項た

だし 書及び同条第2 項の規定を準用する。

４ 　 文化庁長官は、 第1 項第一号又は第2 項に規定する措置につき 同意を与える場合においては、 その

条件と し てその措置に関し 必要な勧告をするこ と ができる。

５ 　 関係各省各庁の長その他の国の機関は、 前項の規定による文化庁長官の勧告を 十分に尊重し なけ

ればなら ない。

５ ． 文化財保護法第3 3 条、 同1 1 9 条第1 項、 1 2 0 条、 1 2 7 条第1 項（ 抜粋）

（ 滅失、 き 損等）

第3 3 条　 重要文化財の全部又は一部が滅失し 、 若し く はき 損し 、 又はこ れを 亡失し 、 若し く は盗み取

ら れたと き は、 所有者（ 管理責任者又は管理団体がある場合は、 その者） は、 文部科学省令の定め

る事項を 記載し た書面を も っ て、 その事実を 知っ た日から 1 0 日以内に文化庁長官に届け出なけれ

ばなら ない。

（ 所有者による管理及び復旧）

第1 1 9 条　 第１ 項　 管理団体がある場合を除いて、 史跡名勝天然記念物の所有者は、 当該史跡名勝天

然記念物の管理及び復旧に当たるも のと する。
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第1 2 0 条　 所有者が行う 管理には、 第3 0 条、 第3 1 条第1 項、 第3 2 条、 第3 3 条並びに第1 1 5 条第1 項

及び第2 項（ 同条第2 項については、 管理責任者がある場合を除く 。） の規定を(中略)準用する。

（ 復旧の届出等）

第1 2 7 条　 第１ 項　 史跡名勝天然記念物を 復旧し よう と すると き は、 管理団体又は所有者は、 復旧に

着手し よう と する日の3 0 日前までに、 文部科学省令の定めると こ ろ により 、 文化庁長官にその旨

を届け出なければなら ない。…ただし 、 第1 2 5 条第1 項の規定により 許可を受けなければなら ない場

合その他文部科学省令の定める場合は、 こ の限り でない。
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史跡玉川上水整備活用計画（ 改定版）

～江戸の史跡を 守り 未来へつなぐ ～

令和６ 年度

印刷物規格表 第一類

登録第 3 0 3 号

令和７ （ 2 0 2 5 ） 年１ 月2 8 日発行

編集・ 発行 東京都水道局経理部管理課

東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号

電話番号　 0 3 －5 3 2 0 －6 3 8 8

・ どなたにも 見やすく 読み間違えにく いユニバーサルデザイ ンフ ォ ント を 使用し ています。

・ 色覚などの個人差を問わず、 より 多く の人に必要な情報が伝わるよう ユニバーサルデザ

イ ンに配慮し ています。




